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令和４年度 事業報告書 

 

                      公益財団法人北海道学校給食会 

 

 令和４年度は、当会が財団法人から公益財団法人に移行して１０年という節目の

年であり、事務所棟・倉庫棟の移転新築計画（令和６年竣工予定）の施設設備事業

を推進するなど、コロナ禍や物価高騰などの影響を受けながらも、食育の推進を支

援する事業と安全・安心な学校給食用物資を安定的に供給する２つの柱からなる公

益目的事業を実施し、児童生徒の心身の健全な発達に資するため、学校給食の円滑

な実施に寄与した。 

  以下、主な事業内容を報告する。 

 

１ 事業概要 

 (1)  食育の推進を支援する事業(定款第４条第１号) 

      学校等で実施される食育推進事業を支援するため、次の事業を実施した。 

    ア 各種研究大会等の実施 

        北海道教育委員会、紋別市教育委員会、北海道学校給食研究協議会と共催

し、第６３回北海道学校給食研究大会(紋別大会)（８月）を集合形式で開催

した。 

        北海道教育委員会と共催し、食育推進研究協議会（１０月）をオンライン

形式で開催し、北海道学校給食コンクール（１２月）をハイブリッド形式で

開催した。 

        北海道教育委員会等との共催事業である子ども給食教室は、新型コロナウ 

    イルス感染症拡大予防のため中止とした。 

    イ 研究団体等への助成 

        北海道学校給食研究協議会、北海道高等学校給食研究協議会、札幌市学校

給食栄養士会、北海道特別支援学校栄養教諭研究協議会に対し、学校給食

の充実及び食育推進のための経費を助成した。（助成実績：３，５００千

円(４団体)） 

    ウ 施設設備、教材等の無償貸出 

      (ｱ) 研修室の貸出    

          北海道学校給食研究協議会、北海道学校栄養士協議会、札幌市学校給食

栄養士会、札幌市学校給食麺協同組合に衛生講習会場などとして、 

延べ１０回の貸出を行った。 
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      (ｲ) レプリカの貸出       ３６件(学校、学校給食センター) 

      (ｳ) バイキング用食器具の貸出  ２４件(学校、学校給食センター)      

      (ｴ) ＤＶＤ等の貸出        ３件(学校給食センター) 

      (ｵ) 学校給食献立システム    ６１件(市町村教育委員会) 

    エ 情報発信 

        公式ホームページコンテンツにより、学校給食、食育に関する情報を発信 

    するとともに、広報誌「いただきます」を年４回(５月、９月、１１月、３月) 

   各３，０００部、学校・市町村教育委員会等に配付した。 

    オ 研修会等への講師派遣 

    新型コロナウイルス感染症の影響から、市町村教育委員会等からの講師派 

遣の要請はなかった。 

 

 (2)  安全･安心な学校給食用物資を安定的に供給する事業(定款第４条第２号) 

      常に良質で安全な物資を安定的に供給するとともに、給食の時間における食 

に関する指導や給食会計に大きな影響を及ぼさないよう、価格の安定を図る観 

点から、次の事業に取り組んだ。 

    ア 学校給食用物資の安定供給 

     (ｱ)  必要量の確保・品質の確保 

        ａ 精米・米飯の原料となる玄米はホクレン農業協同組合連合会と、パン 

等の主原料となる小麦粉は製粉会社との年間契約により、それぞれ必要

量を確保した。 

        ｂ 玄米、小麦粉については、地産地消の観点に立って、北海道産１００

パーセントを使用し、安定的に供給した。 

            また、地元産米を希望する市町村教育委員会には、それぞれの要望に 

応え、安定的に供給した。 

        ｃ 一般物資については、道内産、国内産を主原料とした物資の取扱の充 

実に努め、安全で良質な物資を安定的に供給した。 

     (ｲ)  価格の安定 

        ａ 年間需要見込みに基づき、年間契約による物資確保をすることにより、 

      適正かつ廉価な物資供給に努めた。また、離島を含め全道すべて同一価  

格で供給した。 

    ｂ 学校における給食費及び市町村の給食関係予算の計画的執行に資する 

よう、取扱物資の価格を年度前及び学期ごとに周知した。 

        ｃ 精米１キログラム当たり３０銭の値引措置を行い、精米(胚芽米を除

く)に添付する学校給食用強化米を無償とした。 
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        ○米穀の供給状況 
 

区  分 

 

令和４年度 

 

令和３年度 

 

前年度比 

   市町村数 126 123  102.4% 

使用量(kg) 3,384,296 3,488,570 97.0% 

   

○パンの供給状況 
 

区  分 

 

令和４年度 

 

令和３年度 

 

前年度比 

   市町村数 127 127 100.0% 

 

    使用量(個) 
 

14,211,319 14,757,825   96.3% 

             
 

        ○米穀・小麦粉等の供給数量                               単位：kg 
 

区  分 

 

実  績 

 

計  画 

 

実績割合 
 

    米  穀 
 

①精米 
 

②米飯 

 

 
 

1,223,895 
 

2,160,401 

 

 
 

1,275,500 
 

2,178,500 

 

 
 

96.0% 
 

99.2% 
 

    小 麦 粉 
 

①小麦粉(自営用) 
 

②小麦粉製品 
 
  小麦粉(委託用) 
 

  砂糖 
 

  ショートニング 
 

  脱脂粉乳 
 

 

 
 

59,900 
 

 
 

1,367,062 
 

44,835 
 

19,924 
 

21,358 
 

 

 
 

49,500 
 

 
 

1,400,000 
 

48,000 
 

23,000 
 

23,300 
 

 

 
 

121.0% 
 

 
 

97.7% 
    

93.4% 
 

86.6% 
 

91.7% 
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  ○一般物資の供給金額                                 単位：万円 
 

区  分 

 

実  績 

 

計  画 

 

実績割合 
 

    一般物資 
 

 

172,021 
 

 

146,580 
 

 

117.4% 
 

            ※取扱品目数：４９６品目 

 

(ｳ) 新型コロナウイルス感染症拡大に伴う国・北海道の支援事業への協力 

国産農林水産物等販路新規開拓緊急対策事業(道産小豆・砂糖を使用した物

資の学校給食提供推進事業）について、新型コロナウイルス感染症の影響を受

けた道産小豆・砂糖の需要喚起を図るため、販売促進の一環として学校給食へ

の提供の取り組みを支援する事業の受注・配送事務取扱に協力した。 

（取扱件数：837 件、取扱金額：4,617 千円） 

 

  イ 学校給食用物資の安全性確保 

     (ｱ) 衛生検査の実施 

          安全･安心な物資を提供するため､随時に自主細菌検査等を行った。（検 

査実績：１２０検体） 

          なお、学校等からの検査依頼はなかった。 

     (ｲ) 検査器具の貸出 

          市町村学校給食センターからの要請により、ＡＴＰ式拭取検査器等の貸

出を行った。（貸出実績：４９件） 

     (ｳ) 研修会の実施及び講師派遣 

          市町村からの研修会開催案内及び講師派遣の依頼は無かったが、札幌市

学校給食麺協同組合、指定加工委託工場（２工場）から衛生管理について

の講師依頼を受け、研修会を開催した。 

     (ｴ) 加工委託工場実地調査 

          新型コロナウイルス感染症の状況を確認しながら、当会指定加工委託工

場６３工場中６３工場の調査を実施した。 

     (ｵ) 学校給食用パン品質審査会の実施 

          新型コロナウイルス感染拡大予防のため、審査会を中止した。  

     (ｶ) 加工委託工場の衛生管理事業に対する助成措置 

          学校給食用パン、米飯及び麺の指定加工委託工場の衛生管理の維持向上 

を図るため、施設設備の衛生管理の改善に関する経費を助成した。 

（助成実績：４，５００千円(１６工場)） 
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２ 評議員・理事及び職員数 

 (1)  評議員  ８人 

 (2)  役 員  ７人（理事長１人、常務理事１人、理事４人、監事１人） 

 (3) 職 員 １８人 

 

  ○評議員・役員の就任状況             令和５年３月３１日現在 

区 分 氏 名
就任
年月日

現 職 等 推 せ ん 団 体 等

評議員
(8人)

安 藤 尚 志 R1.6.25 白老町教育委員会教育長 北海道町村教育委員会連合会

紺 野 高 裕 R4.6.27 札幌市立北九条小学校長 北海道小学校長会

野 﨑 均 R4.6.27 登別市立緑陽中学校長 北海道中学校長会

小 川 佳 恵 R4.6.27 札幌市立美しが丘小学校栄養教諭 北海道学校給食研究協議会

出 村 好 孝 R3.6.22 北海道ＰＴＡ連合会事務局次長 北海道ＰＴＡ連合会

辻 本 悟 R4.6.27 札幌市ＰＴＡ協議会副会長 札幌市ＰＴＡ協議会

森 靖 明 R1.6.25 北翔大学教授 北翔大学　

長 島 博 子 R4.6.27 一般社団法人北海道消費者協会会長 一般社団法人北海道消費者協会

理　事
(6人)

松 本 邦 由 R4.6.27
公益財団法人北海道学校給食会
理事長

公益財団法人北海道学校給食会
理事会

池 田 秀 利 R4.6.27
札幌市教育委員会生涯学習部
学校施設担当部長

札幌市教育委員会

髙 岸 徹 R4.6.27 千歳市学校給食センター長 北海道学校給食研究協議会

藤 村 誠 R4.6.27 北海道札幌西高等学校長 北海道高等学校長協会

町田 美穂子 R4.6.27 北海道南幌養護学校長 北海道特別支援学校長会

花 田 誠 R3.6.22
公益財団法人北海道学校給食会
常務理事

公益財団法人北海道学校給食会
理事会

監　事
(1人)

遠 藤 昭 一 R3.12.20 遠藤昭一公認会計士事務所長 公認会計士事務所

 

 


